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公益財団法人ふくい産業支援センター 

令和２年度  事 業 報 告 

概 要 
 

当センターでは平成３１年３月に福井県が改訂した「福井経済新戦略」にもとづき、県

内企業の新分野進出等を促進する中核的支援機関として県や他の機関等と連携を図りなが

ら、新しい取り組みに意欲的にチャレンジする企業を積極的に支援しました。 
 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた県内企業が円滑に国・県等の支援制度を十分

に活用し事業を継続できるようオンラインで対応する相談窓口の設置や動画配信サービス

を利用した各支援制度の紹介、解説を行うなど、新型コロナウイルス感染症の影響から県

内企業が回復できるよう支援しました。 
 

県が開設した「ふくいＡＩビジネス・オープンラボ」の運営を行うほか、ＩｏＴ専門家

派遣や社内人材の育成研修を行い、県内企業のＡＩやＩｏＴ導入促進を支援しました。 
 

創業予定者を対象とした各種相談への対応や、創業計画策定等に関する勉強会の開催な

どを通して、創業の後押しと事業化までの支援を行いました。また、ピッチイベントの開

催によりビジネスパートナー獲得や資金調達を支援したほか、新規事業として創業者によ

る公開プレゼンテーション会を開催するなど、起業・創業の促進を図りました。 
 

従来の大規模食品展示会への出展および県内外の小売店等の仕入れ担当者とのＢｔｏＢ

マッチング展示商談会を開催したほか、今年度は新たに製造業分野の県内大手企業とオン

ライン商談会を開催するなど、更なる販路拡大に向けた支援を行いました。 
 

ふくいの逸品創造ファンドによる地域産業資源を活用した新商品開発や販路開拓に対す

る助成の他、ふるさと企業育成ファンドによる新分野展開への取り組みや、優れた技術を

持つ老舗企業の新たな取り組みを支援するなど、観光客受入態勢の強化や経営者の世代交

代等の県内企業の今後の環境変化への対応を支援しました。 
 

「ふくいオープンイノベーション推進機構」で行う、産学官金連携による研究開発プロ

ジェクトで得られた研究開発成果を新規分野に転用することにより、製品化を支援し、売

上げの拡大を支援しました。 
 

「福井ものづくりキャンパス」における講座・教室等の開催などに加え、デザイン導入

時の課題解決につながるセミナー、展示販売会の開催などを総合的にサポートすることで、

売れる商品づくりを支援しました。 
 

中小企業産業大学校において、体系的な集合研修のほか、「ものづくり改善インストラク

タースクール」を継続して開講し、幅広い人材の育成を支援しました。また、現場での実

践・展開を通して具体的な生産性向上につなげる「改善提案の具体化」を行うことで、よ

り多くの県内ものづくり企業の生産改善活動を支援しました。



事業報告 

 

経営相談、創業・経営革新支援、経営情報の収集・提供に関する事業 

【公益目的事業１】（３４５，４１２，９１０円） 
 

県内中小企業等が抱えるさまざまな経営課題に対して、各分野の専門家の適切な助言

や施策あっせん、創業間もない企業や新商品開発・新事業展開に取り組む企業への事業

計画作成支援・課題解決への助言および取組みの推進、中小企業のＩＴ活用の促進、企

業経営に役立つ地域経済・産業および中小企業動向等に関する情報提供を行いました。 

 

（１）ふるさと企業プロモート（１５，５９９，４６２円） 

①総合相談 

企業経営に関する幅広い知識とＩＴや生産現場改善等の専門的なノウハウを持

つ中小企業診断士が総合相談窓口もしくは相談者の事業所において、職員と連携

しながら創業、経営革新、生産性向上等の相談に対して支援施策の提案を含めた

適切な助言を行いました。 

○相談実績 ２，０７０件   うち女性経営者からの相談 ４８７件 

《主な相談内容》 

①融資・補助金に関する相談（２９％） 

②経営指導に関する相談  （２５％） 

③新規創業に関する相談  （１０％） 

④情報提供に関する相談  （ ６％） 

⑤経営革新に関する相談  （ ４％） 

⑥販路開拓に関する相談  （ ３％） 

また、金融機関と連携して、各地で当該分野の専門家を交えた相談会を開催し、

アドバイスを行いました。 

○相談会開催回数  ８回   相談実績  ３０件 

さらに、新型コロナウイルスの影響を受けた県内事業者を支援するため、「新型

コロナ対策フル活用！オンライン総合相談窓口」を設置し、コロナ対策に関する

支援策の照会、各種申請手続きのサポートを実施しました。 

○オンライン総合相談窓口の設置（５月２６日～３月３１日） 

○相談件数 １，２６９件 

 

②経営革新等フォローアップ 

総合相談窓口を利用した企業などが事業を遂行する上で抱える経営上の悩みや

問題を早期に把握し、それら課題の解決を図るため、総合相談コーディネーター

が企業を訪問し、アドバイスを行いました。 

○訪問企業数 ２６社 
 



③専門家派遣 

中小企業等が抱えている技術開発、商品開発、マーケティング、情報化等、様々 

な経営課題や付加価値向上等の課題を解決するため、それぞれの分野に精通した知 

識や経験を有する専門家を相談者の事業所に派遣し、課題解決のための適切な指

導・助言を行いました。 

○派遣先企業数 ２０社   派遣回数 １７５回 

 

（２）嶺南サテライトオフィス設置（４，４２４，８８６円） 

アクアトム（敦賀市）に設置したサテライトオフィスを拠点として、専門家によ

る各種の相談対応や職員の地域企業等の巡回などを通じて起業・創業等のサポート

を行いました。  

○嶺南企業訪問数 ６９６社   施策活用実績 ６５５件（２３７社） 

 

（３）よろず支援拠点［経済産業省委託］（５０，２９９，５３２円） 

中小企業・小規模企業者の経営支援体制をさらに強化するために国が設置した本

県の「よろず支援拠点」として、よろず支援コーディネーター等と共に総合的先進

的経営アドバイスや、的確な支援機関・支援施策等の紹介等をワンストップで行い

ました。 

    《チーフコーディネーター》１名 《コーディネーター》１３名 

○相談実績 ３，７９７件 

 

（４）高度化事業診断（１，１５４，００３円） 

県が実施する中小企業高度化事業に伴う診断業務を受託しました。 

○診断件数  ４件 

 

（５）福井県事業承継ネットワーク運営（１４２，２０６円） 

事業承継支援を担う関係機関のネットワークを構築し、各機関と連携しながら、

事業承継診断の実施やニーズの掘り起こし、課題解決のための支援機関の連携な

ど、事業承継の促進を支援しました。 

 ○連携会議の開催 ２回（第 1回書面、第２回 ２月１５日オンライン開催） 

 ○事業承継ポータルサイトの運営 

 

（６）○拡プッシュ型事業承継支援高度化［中小企業庁委託］（４２，０１０，６０３円） 

福井県と共同で事業承継支援を担う６６機関のネットワークを構築し、各機関

と連携しながら、事業承継診断の実施やニーズの掘り起こし、課題解決のための

支援機関の連携等を図りました。 



①個者支援 

福井県事業承継ネットワーク運営にて掘り起こされた承継ニーズに対し、専門

家（コーディネーター）が事業引継ぎ支援センターをはじめ各支援機関との連携

をはかりながら個別支援を行いました。 

 ○専門家の配置 

  ・承継コーディネーター（事業進捗等の責任者） １名 

  ・ブロックコーディネーター（地域・業種担当） ４名 

○専門家によるチーム支援 

 ・各種専門家の派遣       ２７社  １０２回 

 ○事業承継支援戦略の作成 

   事業取組の実効性を確保する観点から、事業承継の支援体制や支援方法、

目標などを取りまとめた支援戦略を作成しました。 

○事業承継診断の実施 ８６３件  

○事業承継の実態調査 

・新型コロナによる事業承継への影響アンケート調査 

対象：県内６０歳以上の経営者 ３，１０９人 

回答：１，０７９人（回答率 ３４．７％） 

 

②○新経営者保証解除の支援 

新たに経営者保証解除コーディネーターを配置し、業績が良好な事業者を対

象とした事業承継に伴う保証人解除の促進を図りました。 

○経営者保証解除コーディネーターの設置 

  ・経営者保証コーディネーター ２名 

 （うち１名はブロックコーディネーターが兼任） 

・経営者保証解除支援件数  ４２件 

※経営者保証解除制度説明会は新型コロナの影響で開催せず。 

 

③事業承継に関する地域の課題解決を促す取り組み 

後継者育成を目的としたセミナーや事業承継支援の専門家研修の開催、産地

のサプライチェーンの実情を把握し、維持を支援する取組みなど、承継コーデ

ィネーターを中心として地域の課題に合った支援を実施しました。 

○事業承継セミナーや士業が連携して講師を務める後継者研修の開催 

企業向けセミナーの開催   ２回     視聴回数 ３３１回 

支援機関向け勉強会の開催  １回     視聴回数 ２７５回 

   ○学生・後継ぎ向け後継者育成講義の開講 

オンライン公開講座の開催  ８回     視聴回数 １３１回 



   ○青年経済４団体を中心とした後継ぎ交流会の開催 参加者  ２２名 

○創業者・ＵＩターン者・地域おこし協力隊への情報提供 

開業実践塾（福井商工会議所との共催）６回  参加者 延べ１０７名 

   ○産地のサプライチェーン維持のための支援 

眼鏡業界への実態アンケート調査の実施 

  対象：３０２社、 回答：１２１社 

    

（７）ＩｏＴ・ＡＩ普及促進事業（１５，０２８，２３０円） 

   県内企業におけるＩｏＴ・ＡＩの導入・活用を促進することで、業務の効率化に

よる生産性向上、新ビジネス創造などを支援しました。 

①ふくいＡＩビジネス・オープンラボの運営 

    県内におけるＡＩやＩｏＴを活用した業務の改善・効率化や、新サービスの創

出を促進するため、最新のＡＩアプリケーションやサービスロボット、ＩｏＴ機

器等のビジネス活用や技術に関する相談対応や展示コーナーの運営、各種セミナ

ーや勉強会、プログラムの開発体験等を実施する「ふくいＡＩビジネス・オープ

ンラボ」を運営しました。 

（ア）ふくいＡＩビジネス・オープンラボの運営 

○来訪者数 ２，４２７人 相談対応件数 １２０件  

（イ）最新のＡＩ・ＩｏＴシステムの体験コーナーの設置 

○年４回更新 合計２４ブース 

（ウ）定期的なセミナー、勉強会等の開催 

（エ）関連図書等の閲覧・貸出 

○利用者数 １，１５２名 貸出件数９６１件 

 

  ②ＩｏＴ専門家派遣事業 

   ＩｏＴやＡＩの導入・活用の知識、ノウハウ等を有する専門家を企業に派遣し、

ＩｏＴ・ＡＩ導入による業務改善や生産性向上に向けた実践的なアドバイスを行い

ました。 

  ○専門家派遣件数 １９社   

 

  ③ＩｏＴ・ＡＩ社内人材育成研修事業 

中小企業者等がＩｏＴ・ＡＩを導入する際に必要な社内人材を育成するための研

修会を実施しました。 

   ○開催回数 １回（６回シリーズ） 参加者数 １０社、１０名 

 

（８）福井県産業情報センター運営（１２５，６１０，９８２円） 

①産業情報センター施設運営 



県からの指定を受け、福井県産業情報センターの各施設・設備の貸出業務や

維持管理等の運営業務を行います。小割化した入居施設やコワーキング（*）スペ

ース、マルチメディアサポートセンターに整備した４Ｋカメラや編集機器、イ

ンターネット配信機器等の最新映像機器を有効に活用しＩＴベンチャーが利用

しやすい環境を提供して、情報化に関連した創業者の育成、情報産業振興の拠

点施設として利用促進を図りました。 
 
※フリーランスの方や起業家などが事務所スペース、会議室、打ち合わせスペースなどを
共有しながら独立した仕事を行う新しいワークスタイルです。 

 

＜施設の入居および貸出件数＞ 

○インキュベートルーム、共同研究室、技術開発室の入居件数 ３４８件 

○マルチホール、会議室等の貸出件数            ６７９件 

○マルチメディア制作コーナーの貸出件数          １７６件 

○嶺南支所パソコン実習室の貸出件数             ２４件 

（同室の相談等貸出以外の件数           １，６７０件） 

○コワーキングスペース利用者数              ９３１人 

 

②情報化人材育成   

県内の情報化人材の育成・確保を図り、中小企業等の情報化を支援するため、

日常業務に役立つ実践的な研修やインターネット販売等の電子商取引（ＥＣ）、

ＩｏＴやビッグデータ分析などの各種研修を産業情報センターおよび情報セン

ター嶺南支所で実施しました。 

また、新型コロナウィルス感染症感染防止のため研修参加を自粛している企

業でもオンラインの手法により参加ができるよう必要な設備を整備しました。 

○ＩＴコース ６５講座（７３回）   受講者数 ７３６人 

 

（９）ＩＴビジネスマッチング推進（ － 円） 

ＩＴ企業リストを作成し、ＩｏＴ・ＡＩ・マルチメディア分野など「次世代ＩＴ」

を利用している県内のＩＴ企業の情報の周知を図りました。一方、新型コロナ感染

拡大の状況を考慮し、展示会への共同出展は取りやめました。 

   ○ＩＴ関連企業の業務内容調査 

掲載社数 ４６社 

 

（１０）ＩＴセミナー（１，４４９，７０６円） 

ＩｏＴ・ＡＩ・マルチメディア分野など「次世代ＩＴ」を活用した県内中小企業

の課題解決や新たな付加価値の創造、新ビジネスの創出を促進するため、ＶＲやＩ

ｏＴ、ＡＩに関するビジネス活用や最新技術に関するセミナーを開催しました。 

なお、マッチング交流会は、新型コロナ感染拡大の状況を考慮し中止しました。 



○ビジネス活用セミナー   ５回   受講者数 ３０４人 

 

（１１）学生ソフトコンペティション（５７８，０４０円）  

学生対象のソフトウェアコンペティションを実施しました。アプリケーション作

品などを公募・審査し、次世代を担う IT 技術者の発掘・育成を図りました。 

○大賞 １点、優秀賞 ２点、福井県ＩＴ産業団体連合会会長賞 １点、 

協賛企業賞 ９点 

 

（１２）支援センター見える化強化（５，９５２，３８４円） 

情報誌やホームページ、イベント開催等を通じて、当センター事業や成果のほか、

企業経営や産業に関する情報を広く発信しました。 

①情報誌「Ｆ-ＡＣＴ」 

最新の経済トピックスをテーマとした特集や、経営、マーケティングに役立

つ連載、新事業に取り組む県内企業インタビューなど、県内企業に役立つ情報

を掲載した情報誌を隔月で発行しました。 

○年５回（奇数月発行）  発行部数 ３，４００部／回 

 

②インターネットによる情報提供 

当センターホームページをより利用しやすくリニューアルするほか、ＳＮＳ

を積極的に活用して、企業に役立つ情報をタイムリーに発信しました。 

 

③メディア向け合同プレゼンテーション会 

当センター事業を活用した企業を対象に、事前にプレゼン指導等を行い、メ

ディア向けに新商品や新しい取り組みを発表するプレゼンテーション会を開催

しました。また、企業のプレゼンテーションの様子を当センターのホームペー

ジでＬＩＶＥ配信するほか、いつでも閲覧できるようにすることで、企業のＰ

Ｒを支援しました。 

○開催回数 ２回  参加企業数 ７社  参加メディア数 延べ５社 

 

④情報センターを会場としたイベント 

kumando ウィークとして、ソフトパークふくい(協)と連携し、情報化をテー

マとした基調講演やワークショップ、セミナー等を情報センタービルにて集中

的に実施しました。新型コロナ対策の一環として、オンライン参加も導入しま

した。 

○基調講演 １回  参加者数 １３５名 

○ワークショップ ２回  参加者数５２名 

（参考）他の事業によるセミナー等 １１回  参加者数 ４４１名 

 



⑤冊子やパネルによる広報 

支援成果を紹介するパネル展の開催や、パンフレット、活用事例集、中小企

業施策ハンドブック等を作成・配布して事業の周知に努めました。 

  

（１３）ふくいナビ等機器管理（７，９１２，８５９円） 

「福井県産業情報ネットワーク」（愛称：「ふくいナビ」）の機器管理およびホーム

ページやメールマガジンの運営を行い、中小企業支援機関における情報の共有化を

推進しました。 

〇メールマガジン「ふくいナビ情報」講読者数 ２，００３人（令和２年度末現在） 

 

（１４）ふくい創業者育成プロジェクト（８，６９０，０７８円） 

創業者向けのセミナーの開催や相談・助言を行うことにより、女性や若者、Ｕ・

Ｉターン希望者などの創業への取り組みを支援しました。 

①ふくい創業者育成体制整備 

○創業マネージャー設置 

創業から事業化までを伴走型で支援する創業マネージャーを６名配置し、産 

業情報センターコワーキングスペースを拠点として創業者等への相談対応を行 

いました。 

  ◯相談実績 ３１１件 

 

②ふくい女性創業チャレンジ支援 

○女性創業窓口設置 

ふくい女性活躍支援センター（運営：（公財）ふくい女性財団）内に、創業を 

希望する女性に対する相談窓口を定期的に設置し、創業に関する課題に対して 

助言を行いました。 

◯相談件数 ３３件 
 

     ③ふくい創業者育成事業 

創業者の掘り起しから創業後の事業拡大まで、段階的な支援を行いました。 

（ア）創業意欲の醸成セミナー 

創業に関する情報の提供や創業意識の醸成、創業希望者の発掘のための創

業セミナー（女性、シニア、UI ターン）を開催しました。また県の支援制度

を通じて創業した先輩起業家による創業の事例を紹介する Youtube 番組を配

信しました。 

◯セミナー開催回数：年５回、参加者数：４１４名 

○「ふくい創業者チャンネル」の配信：年６回 

（イ）創業準備ワークショップ 

創業の実現につなげるため、具体的な事業構想をもつ創業準備者を対象に、



創業計画書作りの演習を開催しました。 

       ○開催回数：年４回、参加人数：２８名 

（ウ）創業後の成長支援 

創業間もない起業者を対象に、ビジネスモデルのブラッシュアップおよび

事業コンセプトの明確化するためのワークショップ「ふくい創業ゼミ」を開

催するとともに、本格的な事業展開を目指す福井県内の女性創業者を対象に

グループワーク型の勉強会「プチ起業応援塾」を開催しました。 

また、創業５年未満の創業者による公開プレゼンテーションを、令和２年

度第２回合同プレゼンテーション会に合わせて開催しました。 

○ふくい創業ゼミ開催回数：年４回、参加人数：６０名 

○プチ起業応援塾開催回数：年４回、参加人数：２８名 

       ○創業者プレゼン会開催回数：年１回、参加人数：４名 

    ④ふくいベンチャー企業育成事業 

    （ア）ベンチャービジネス創出セミナー 

      成長意欲の高いベンチャー企業経営者を対象に、資金調達等を実現するため 

の事業計画づくりについてセミナーを開催しました。 

      ○開催回数：１回  参加人数５４名 

    （イ）福井ベンチャーピッチの開催 

      ベンチャー企業経営者と支援機関（ベンチャーキャピタル、金融機関等）と 

の交流の場をつくり、ビジネスパートナー獲得や資金調達等を支援しました。 

      ○開催回数：１回  参加人数１８０名（オンライン開催） 

    （ウ）ベンチャー塾の開催 

      ベンチャーピッチ登壇者等を対象とした勉強会を開催しました。 

      ○開催回数：５回（シリーズ）  参加人数２３名 

 

（１５）起業・創業促進［独立行政法人中小企業基盤整備機構委託］（２４９，１３５円） 

創業補助金を取り扱う福井県の地域事務局として、既に採択を受けて創業や第二

創業に取り組んでいる中小企業等へのフォローアップ等を行いました。 

 
 

販路開拓支援に関する事業【公益目的事業２】（６５，１９８，５９２円） 

県内中小企業の自社商品や製造・加工技術等情報を広く発信するとともに、県内外企

業からの発注情報を提供したり、各種商談会・展示会への出展を後押しすることで、県

内外および海外企業との取引拡大と受注の安定を支援しました。 

 

（１）ふくいの食品戦略的販路拡大支援（７，６０６，８１６円） 

県内外への販路開拓を希望する食品関連業者を対象に、大規模食品専門展示会お



よび食品商社が主催する展示会への出展支援や小売店等の仕入れ担当者との商談会

の開催等により、取引マッチングの機会を提供しました。 

また、ＷＥＢサイトを活用した商品情報の提供や食品バイヤーとの個別取引マッ

チングなどを行いました。 

① 大規模食品専門展示会（スーパーマーケットトレードショー）への出展支援 

出展企業 全２４社      ※支援センター１８社、敦賀商工会議所各６社 

来場者数 ２６，３８５名（主催者発表） 

    ② ＢｔｏＢマッチング展示商談会の開催 １回 

※当初計画していた「食品専門商社が主催するプライベート展示会への出展支

援」は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受け、実施せず。 

③食品バイヤー向けＷＥＢサイトの運営 

○登録企業数 ９０社   （掲載商品累計 ２６１品目） 

○展示商談会やＷｅｂサイトを通じたマッチング件数 ５０８件 

 

（２）取引マッチング（４，０１５，７１４円） 

県内下請企業が必要とする発注情報を収集・提供し、受注の安定と自社開発製品・

技術等の販路開拓を支援することにより、自立化を促進しました。 

○受発注情報等収集提供 

（ア）取引あっせん業務 

○受発注企業の新規登録数 １７社   取引あっせん紹介 ３０５件 

（イ）県内受注企業の情報収集・提供 

インターネットを活用して県内企業の製品や保有技術を情報発信し、県内外 

の企業との取引マッチングのサポートを行いました。 

また、県内企業の販路拡大を図るため、県外で開催される展示会および金融

機関が開催する展示会に出展し、福井県のものづくり企業の保有技術や製品を

紹介するとともに取引マッチングを行いました。 

（ウ）発注企業開拓調査 

県内中小企業の受注機会の増大と取引の広域化を図るため、県外の発注企業

における生産ならびに外注企業利用の現状と今後の計画等を調査しました。 

（エ）県内外における商談会の開催 

①合同広域商談会の開催 

近畿６府県、四国４県および鳥取県の計１１府県の支援センターと（公

財）全国中小企業取引振興協会が連携し、合同商談会を開催しました。 

○モノづくり受発注広域商談会（大阪） 

  参加受注企業３３０社 うち本県企業 １２社  商談件数 ２４件 

○近畿・四国合同広域商談会（京都） 

 参加受注企業４６９社 うち本県企業 １２社  商談件数 ２２件 



〇オンライン商談会（福井県内） 

コロナ禍で商談機会が失われた県内中小企業に対し、製造業分野の県 

内大手企業とオンライン商談会を開催しました。 

②福井県元気企業ものづくり商談会の開催 

関西・中部地域を中心とした発注企業および県内でのパートナーを探し

ている県内発注企業と県内の中小製造業との事前予約型商談会「福井県元

気企業ものづくり商談会」を開催しました。 

○福井県元気企業ものづくり商談会 

    発注企業   １０社 県内受注企業 ２３社  

面談件数   ５１件 

 

（３）下請かけこみ寺（６４９，９４４円）［(公財)全国中小企業振興機関協会委託事業］ 

下請取引の適正化を推進するため、｢下請かけこみ寺｣相談窓口において、専門

家による相談対応や紛争解決の支援を行うほか、県内各地において弁護士による

移動法律相談会を開催しました。 
 

①相談業務 

中小企業の取引に関する相談窓口「下請かけこみ寺」を設置し、専門家が対

応しました。また、下請取引上で発生した苦情やトラブルについて、登録弁護

士が無料で相談に応じました。 

○相談件数    ４６件 

○無料弁護士相談 １１件 

 

②裁判外紛争解決（ＡＤＲ）業務 

中小企業者が抱える下請取引等に関するトラブルを、裁判外紛争解決（ＡＤ

Ｒ）手続きにより調停を実施し、迅速な解決を図るため、県内企業に対して制

度の紹介など普及啓発を行いました。 

 

③移動相談会等の開催 

中小企業者の取引に関する相談について、登録弁護士が出向き「移動相談会」

を開催しました。 

○開催回数 ６回   相談件数 ４件 

 

（４）取引情報提供（２，０９５，５８３円） 

県内外のメーカー等からの発注情報を広く収集し、県内企業に対して適時適切な

情報提供を行い、受注機会の増大に努めました。 

 

（５）海外事務所運営管理（２０，７２３，２７７円） 



福井県が中国・上海に開設している海外事務所の運営管理を行いました。 

 

（６）○拡ふくい貿易促進機構運営（２，８８９，４００円） 

アジア市場における県内企業の販路拡大を促進するために県と経済界等が設立し

た「ふくい貿易促進機構」において、県と共に機構の活動拠点である「ふくい上海

ビジネスサポートセンター」の管理運営等を行いました。 

〇ふくい上海ビジネスサポートセンター   相談件数    ７０５件  

〇ふくいバンコクビジネスサポートセンター 相談件数  １，４０５件 

〇中国国際輸入博             参加企業     ４社 

〇上海ものづくり商談会 2020             参加企業     ３社 

〇中国越境ＥＣ事業            出店企業    １８社 

○新○県産品の輸出拡大支援事業 

海外への販路開拓にチャレンジする県内企業を支援するとともに、福井県の 

知名度向上を図りました。 

①国際展示会・商談会への出展支援        

○助成条件  助成率 １／２以内  助成限度額５００千円 

○採択事業数 ２件（応募３件）   交付決定額 １，０００千円 

        ※出展予定展示会が中止、計画変更となり２件とも事業中止 

 

資金支援に関する事業【公益目的事業３】（３５９，９１８，６６１円） 

県内中小企業等の地域資源を活用した商品開発や新分野展開、県内ものづくり企業へ

の技術系人材の就職促進に対して資金支援を行うことや、必要な設備の割賦販売または

リースを行います。 

 

（１）ふくいの逸品創造ファンド（２，３０２，３２２円） 

域産業の活性化を図るためにふくいの逸品創造ファンドの運用益で、地域資源を

活用した中小企業等の商品開発や販路開拓等に対して助成しました。 

①地域資源を活用した新商品開発・販路開拓支援 

県内の特色ある産業資源（福井の強み）を基に、顧客ニーズを的確につかん

で商品計画を立て、最も有利な販売経路を開拓する中小企業等の取り組みに対

して、市場調査やテストマーケティング、販路開拓等の経費の一部を助成しま

した。 

○対 象 者  県内に事業所を有する中小企業等 

○助成条件  助成率 １／２以内  助成限度額２，０００千円 

○新規採択事業数 ９件  交付決定額 １６，１６８千円 

 



②ファンド管理 

事業説明会、フォローアップ、審査委員会運営等のファンド管理のための事

務を行いました。 

 

（２）ふるさと企業育成ファンド（８６，０２３，８９７円） 

県内中小企業の元気再生につなげるためにふるさと企業育成ファンドの運用益で、

県内中小企業の新分野展開や県内ものづくり企業への技術系人材の就職促進、スタ

ート時の資金的応援や経営サポートに対して支援しました。 
 

①新分野展開スタートアップ支援事業 

新分野展開を行う中小企業が、既存事業の経営資源を活用して取り組む経営

の多角化や事業転換に対して助成しました。 

○対象事業   既存事業の経営資源を活用した経営の多角化や事業転換 

○助成条件   助成率 ２／３  助成限度額 １０，０００千円 

○助成金交付 

        過年度に交付決定し助成事業を完了した企業に対して、助成金を交付。 

交付実績 ９件  交付額 ５４，９４５千円 

○新規採択事業数 ９件  交付決定額 ５８，５１８千円 

  

②創業支援事業 

     新たに起業・創業を行う者に対し、創業等に要する経費の一部を助成しました。 

○対象事業   創業者が行う地域の需要や雇用を創出する事業 

○助成条件   助成率 ２／３  助成限度額 ２，０００千円 

○採択者数 １２件   交付決定額 １９，４０３千円 

 

③ものづくり人材育成修学資金貸付支援事業 

県内外の理工系大学院（修士課程・博士課程）に在学し、県内ものづくり企

業に就職を希望している学生に対して、修学資金を貸与しました。 

○貸与金額   月額６万円  

○返還免除条件 県内に本社または生産拠点を有するものづくり企業に就

職し、継続して７年間勤務 

○貸与決定学生数 ９名   貸与額 １０，８００千円 

 

（３）おもてなし産業魅力向上支援事業（７８，６５５，６１８円） 

北陸新幹線の本県開業にあわせ、本県に数多くの観光客やビジネス客が訪れるこ

とが見込まれる。そこで、高速交通開通アクション・プログラムのエリアおよび各

エリアをつなぐ幹線道路沿いのおもてなし店舗等における観光客等の受入れ態勢に

ついて支援しました。 

①店舗・施設改装設備導入 



○補助対象   食品・工芸品等製造事業者、飲食店、土産品店、宿泊施設 

  ○助成条件   助成率 ２／３  助成限度額 ３，０００千円 

       ◯採択者数  ２８件  交付決定額 ７２，５２１千円 

 

②商品開発 

○補助対象   食品・工芸品等製造事業者 

  ○助成条件   助成率 ２／３  助成限度額 ２，５００千円 

◯採択者数  ４件  交付決定額 ７，４７９千円 

 

（４）ふるさと企業経営承継円滑化事業（６６，００３，９４９円） 

   後継者が継ぎたくなるような事業への改善や、親族外承継の準備に必要な企業価

値の評価や設備継承に伴う経費を助成するほか、事業の実施にあたっては、福井県

事業承継ネットワークが計画策定からフォローアップまでの支援を行いました。 

   また、親族外の承継支援を強化するとともに、優れた技術を持つ県内老舗企業の

新たな取組みを支援しました。 

     ①事業改善型 

事業承継に向けた事業改善のための店舗改装等の取り組みに経費の一部を助

成しました。 

○対象企業 経営者が６０歳以上の中小企業、または経営者が６０歳以上

の中小企業を買収する企業 

○助成内容 ２／３以内  ３，０００千円／社 

◯採択者数  ７件  交付決定額 １７，９８２千円 

  

②承継準備型 

     近親者以外の者に事業承継するにあたり、その準備に必要な企業の価値評価

にかかる経費の一部を助成しました。 

   小規模企業         ２／３以内  助成限度額   ２００千円 

中小企業（小規模を除く）  １／２以内  助成限度額 １，５００千円 

◯採択者数  ３件  交付決定額 ５６６千円 

       

    ③事業創継・再編統合型 

      創業型の事業承継や産地内での再編統合など、第三者への承継に伴う経費に

かかる経費の一部を助成しました。 

           ○対象者 経営者が６０歳以上の小規模企業の事業を引継ぐ起業家 

および産地の再編統合を行う中小企業者 

       ○助成内容 ２／３以内  助成限度額 ３，０００千円 



       ◯採択者数  ２件  交付決定額 ４，２５７千円 

            

     ④ふくいの老舗逸品承継発展支援 

      地域住民に長く親しまれている老舗企業の維持発展を図るため、その後継者が

代々培われた技術を活かし、時代にあった新たな商品開発等にかかる経費の一部

を助成しました。 

       ○対象者 創業５０年以上で地域住民の豊かな生活・文化を支える商品を

製造または製造販売し、２０～４０歳代が後継または経営する

小規模企業者 

       ○助成内容 ２／３以内  助成限度額 ３，０００千円 

◯採択者数 １２件  交付決定額 ３１，５５２千円 

 

 （５）小規模事業者支援強化事業（２８，４８９，７８７円） 

     県内の商工会・商工会議所と連携して、県内の小規模事業者が県内外の消費者

や企業に向けた販路開拓や生産性向上、人材活用に取り組む経費を助成しました。 

       ○対象企業 県内小規模事業者 

       ○助成内容（販路開拓）新たな販促ツール（チラシ、ＨＰ作成等）、広告、 

                   商品パッケージ改善デザインに係る経費等 

            （生産性向上）省力化に向けた IT 導入に係る経費等 

            （人材活用）従業員資格取得に係る経費等 

※複数の事業者が連携した共同事業も対象 

              ２／３以内  ５００千円／社 

       ◯採択件数 ６５件  交付決定額 ３０，３４０千円 

 

（６）学生ベンチャー・チャレンジ応援事業（１，６７２，１８９円） 

若者の新しい視点に基づく創業、新サービスの創出を促進するため、学生等の

起業にかかる経費や初期段階における活動経費を支援しました。 

○対象者 県産業情報センターの創業者支援オフィスに入居し創業する大学生等 

    ○交付件数 ２件  交付決定額 １，６７２千円 

 

（７）Ｕ・Ｉターン移住創業支援事業（７，９５３，５３６円） 

県外からのＵＩターンによる創業者に対する助成制度を創設し、ＵＩターン者の 

スキルを活かした創業を促進することにより、本県の開業率の向上・県内産業の 

活性化を図りました。 

      ○助成対象者 県外から移住し、県内で創業するもの 

○助成条件  助成率 ２／３  助成限度額 ２，０００千円 



○助成件数  ６件  交付決定額 ７，９０７千円 

 

（８）設備貸与（７２，０１９，５３２円） 

①小規模企業者等設備貸与 

小規模企業者等の設備導入を、低利の割賦販売やリースで支援します。また、

この制度を利用中の企業に対して、経営指導などのフォローアップを行いまし

た。 

  ［事業実施状況］ 

○貸与・リース実績 １件 ２，３１０千円 

                               

②設備貸与債権管理 

過年度までに助成設備貸与事業で貸与した利用者からの割賦料もしくはリー

ス料の回収、利用者に対する経営指導などのフォローアップ、および県に対す

る借入金の償還等を行いました。 

［債権管理状況］ 

○正常債権の状況 

年度末残額   ７９百万円（割賦 60 百万円、リース 19 百万円） 

○未収債権の状況 

年度当初未収債権額 １６．１百万円 （３件） 

年度内増加額     ０．７百万円 （１件） 

年度内減少額     １．５百万円 （４件） 

年度末残高     １５．３百万円 （４件） 

［利用状況調査および巡回指導事業の実施状況］ 

  ○利用状況調査 １５件    巡回指導の実施 １５社 

 

技術開発・デザイン振興に関する事業 

【公益目的事業４】（３７８，６１０，１３４円） 

県内産業を支える企業のモノづくりのための技術開発、新技術の研究開発、国や他機

関の公募型の受託事業および補助事業を活用した産学官金の緊密な連携・交流、商品企

画やデザイン活用によるブランド力強化のためデザイナーの派遣や研修、大都市圏で活

躍するバイヤー等による市場戦略指導などを通じて、技術開発・商品開発の促進、経営

基盤の強化等を総合的に支援しました。 

 

（１）ふくいブランドものづくり推進（８，３５０，９８６円） 

①ふくい産業技術広報 

技術情報を掲載した機関誌「テクノふくい」の発行や、大学や公設試の技術

シーズ展示等を実施しました。 



○機関誌発行 ２回   発行部数５００部／回 

○展示会出展 （北陸技術交流テクノフェアなど） 
 

②新技術・新工法展示商談会 

県外大手企業等が要求する技術ニーズや製品等と県内企業の技術シーズや製

品とのマッチングを図るため、機械要素・加工技術を一堂に集めた商談型専門

技術展『第 25 回機械要素技術展（幕張）』に福井県ブースを出展しました。 
 

③技術研究開発マンパワー育成 

将来の技術研究開発を担う人材を育成するため、繊維分野における優秀な県

内技術者・研究者３名を表彰しました。 

○表彰  繊維技術功績賞     ３名 

 

④オープンイノベーション推進部運営 

産学官連携の推進を図るための事務を行いました。 

 

（２）産学官連携・交流（２，７９４，０２４円） 

①産業技術コーディネート 

先進施設等の調査を行い、また企業の技術者とともに大学研究室訪問を実施す 

るなど、技術ニーズと研究シーズのマッチングのためにコーディネート活動を行

いました。 

○ふくいオープンイノベーション推進機構の運営 

○イノベーションリサーチ交流会（ＩＲ交流会）の開催  ５８回 

 

   ②産総研等連携推進 

産業技術総合研究所（産総研）やＮＥＤＯ等と県内企業とのマッチングや、

共同研究に向けた可能性試験調査研究（ＦＳ）を支援することにより、県内企

業の新たな研究開発の促進や販路開拓を支援しました。 

○マッチングイベントの開催         ４回 

○産総研連携研究支援（可能性試験調査研究） ２件 

 

③研究開発創出・補完研究開発支援 

当センターがこれまでに推進してきた産学官共同研究プロジェクトの成果を

活用し、実用化を目指して研究開発していく企業の補完研究を支援しました。 

その他、冊子「産学官共同研究プロジェクト」を作成・配布しました。 

 

（３）広域的連携技術研究開発（３０５，５２２，５１７円） 

①戦略的基盤技術高度化支援［経済産業省補助］ 

中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律に基づく技術分野の向



上につながる研究開発からその試作までの取り組みを支援しました。 

［研究テーマ］ 

Ａ 熱電素子を組み込んだ高効率ＳｉＣパワーモジュールの開発 

              （清川メッキ工業㈱） 

Ｂ ＰＥＥＫ含浸炭素繊維プリプレグシートのハイブリッド精密成形技術

によるＸ線透過型開胸器の開発・事業化 

       （㈱八木熊、㈱シャルマン、福井県工業技術センター） 

      Ｃ 波長カットフィルムを用いた視覚補正カスタマイズレンズ製造技術の   

開発と実用化システムの構築 

       （㈱ホプニック研究所、三井化学㈱、北里大学） 

Ｄ 高圧配管用継手の機械加工ラインにおける画像認識ＡＩ活用による内

面バリ検査自動化システムの開発 

 （㈱日本エー・エム・シー、福井大学） 

Ｅ 要介護者のＱＯＬ向上と介護者の業務負担軽減を実現するＡＩ活用型 

非接触排泄予測システムの研究開発 

（㈱永和システムマネジメント、福井大学） 

Ｆ 安全・審美性・機能性に優れ「建築の質向上」に貢献するガラス三軸織 

天井材の開発 

（サカセ・アドテック㈱、日本大学、ものつくり大学、

福井大学） 

Ｇ 洗浄可能で環境に配慮した航空機座席用軽量多層構造織物クッション 

材の研究開発 

（永平寺サイジング㈱、横浜ホームラバー㈱、金沢大学、

福井大学、福井県工業技術センター） 

Ｈ 既存心臓人工弁尖材料の課題を自己組織化で克服する経編の応用 

（福井経編興業㈱、大阪医科薬科大学） 

Ｉ 微量液滴アトマイズ法による金属粉末の革新的製造技術開発 

（大研化学製造販売㈱、大研化学工業㈱、東北大学、 

産業技術総合研究所、福井県工業技術センター） 

［研究期間］ 

Ａ 平成３０年度～令和２年度（３年間） 

Ｂ 平成３０年度～令和２年度（３年間） 

Ｃ 令和元年度～令和３年度（３年間） 

Ｄ 令和元年度～令和３年度（３年間） 

Ｅ 令和２年度～令和４年度（３年間） 

Ｆ 令和２年度～令和４年度（３年間） 

Ｇ 令和２年度～令和４年度（３年間） 



Ｈ 令和２年度～令和３年度（２年間） 

Ｉ 令和２年度～令和４年度（３年間） 

 

②中小企業等外国出願支援 

知的財産を活用して、海外へ事業を展開展開しようとする中小企業に対して、

戦略的な国際特許等出願の支援を行いました。 

○支援企業数 １０社 １５件 

 

③地域イノベーション・エコシステム形成プログラム［文部科学省補助事業］ 

福井大学産学官連携本部およびふくいオープンイノベーション推進機構と連

携し、福井大学が有する光の制御技術をコアとした超小型光学エンジンの用途

展開、事業化を推進するための支援を行いました。 

○ふくい光学エンジン研究会の開催 

○研究会内にレーザーディスプレイ WGを発足 

○各種学会等調査 

○可能性試験委託 ２件 

 

④新規分野への研究成果転用支援 

  産学官金連携で実施されている研究開発プロジェクトの成果を新規分野に転 

用することで、製品化および販路拡大を支援しました。 

○新規分野への転用を支援するプロジェクトマネージャー1 名、連携コーディ 

ネーター1 名を配置 

○新規分野の展示会出展、事業化事例および評価技術の講習会を開催 等 

＜展示会出展＞ 

展示会名  ：メッセナゴヤ２０２０オンライン    

出展者   ：５７６社・団体  来場者数  ：９，６６６名 

福井県出展者：６社 

＜講演会＞ 

1. 「人工衛星が拓く持続可能な産業・社会に向けて」 

場 所  福井県工業技術センター 講堂 

参加者  １１４名 

2. 「ＣＦＲＰにおけるモビリティ分野の最新動向」 

場 所  福井県工業技術センター 講堂 

参加者  ５６名 

 

⑤研究開発フォローアップ 

戦略的基盤技術高度化支援等の受託事業について、事後のフォローアップ等



を行いました。 

 

（４）受託研究・共同研究（８，３５５，４４５円） 

県内ものづくり企業等の技術・製品の成長分野への進出を促進するため、県外企

業等から研究に要する経費を受入れ、オープンイノベーション推進機構をとおして、

受託研究や共同研究を実施しました。 

 

（５）技術情報化推進（９２４，６６６円） 

福井県工業技術センターの技術開発成果等をインターネットや小冊子で広く周知

する事業を福井県から受託して行いました。 

 

（６）デザイン情報提供（４５０，８６０円） 

①デザイン情報の収集・発信 

さまざまなデザイン情報を収集し、インターネットや情報誌などを用いて、

県内企業やデザイナーに情報を配信しました。 

○Facebookを活用した情報提供（随時） 

○デザインライブラリーの整備(デザイン関連雑誌 ５誌 他) 

 

②デザイナーバンクの整備 

県内デザイナーを活動別に分類・登録し、企業等に紹介しました。 

○登録公開デザイナー数 ７０名 
 

③デザイン指導相談 

企業が抱えるデザインに関する課題に対して、職員が相談および指導を行い

ました。 

○指導相談件数  ７９２件 

 

④職員の派遣(審査員、委員、講師等)  

審査員等として職員を派遣し、デザイン啓発支援を行いました。 

○派遣件数  １１件 

 

（７）デザインラウンジ交流（１，１２２，５８８円） 

県内産業のデザイン力および市場への販路開拓力の向上を目的に、福井ものづく

りキャンパス施設等を活用した展示企画を実施しました。 

○県内企画（実施回数  ５回） 

 

（８）福井ものづくりキャンパス教室運営（４，９９７，３８０円） 

    福井ものづくりキャンパスを、ものづくり産業の振興や人材育成の拠点として活用 



   するために、ものづくり企業、職人、デザイナー、学生など幅広い層を対象に講座・ 

     教室等を開催しました。 

○メディア発信  

「ものづくりラジオ」聴者数（累計）  １２８，５９０名 

実施方法  FM 福井 番組「Morning tune」内コーナーにて放送    

実施回数  全１０回（各２０分） 

○講座・教室 

会場：福井ものづくりキャンパス ワークルーム等 

・だれでもデザイン教室 ３回    参加者数 ４５名 

・工芸ワークショップ  ３回    参加者数 ２４名 

○広報関係 

福井ものづくりキャンパスの講座・教室等を新たに開設した専用ページに加え、 

ラジオ、インターネット、ＳＮＳ等を活用して広報しました。 

 

（９）産業デザインプロデュース（１，８５８，６７０円） 

①デザイナー派遣 

商品企画、デザイン開発、販路開拓等、企業の要請に応じ、県内の専門デザ

イナーを派遣し、具体的な指導を行いました。 

○派遣企業数 ５社   派遣回数 ３０回 

 

②グループカウンセリング 

団体、企業グループを対象に、市場動向、商品企画、デザイン評価等共通す

る課題に対し、第一線で活躍しているデザイナー等の指導によるカウンセリン

グを行いました。 

○指導グループ数 ２グループ   指導回数 ４回 

     

（１０）デザインアカデミー（２，１９２，３００円） 

県内中小企業の経営者や商品開発担当者に対して、デザインマネジメントや 

商品開発手法、デザインプロモーション戦略等に関する研修を実施しました。 

○ブランディング＆商品開発講座  受講者数  １０名 

 

（１１）産地新ブランド創出・流通サポート（４，３１０，０００円） 

自社ブランドの確立や新商品開発を目指す県内企業を公募し、伝産品製造事業者を 

採択し、ブランド開発を支援しました。 

○採択企業  ２企業 

 

（１２）○新デザインコネクト（２，７１６，５５０円） 

デザインの活用によって成長が期待される企業向けに、デザイン導入時の課題を



解決し、商品・サービスの実現につながるセミナーと展示販売会を開催しました。 

①デザインセミナー  受講者数  ４２２名  実施回数  全 4回    

②展示販売会「デザインコネクト展」   

来場者数 ３,１００名  会場 福井ものづくりキャンパス多目的ホール 

  ○デザインコネクトセミナーダイジェスト展示  ４講座  

○デザイン活用企業事例展示  １０社（うち商品販売 ７社）  

③展示会と連動した Web マガジン「ふーぽ」連載 

「ふくいデザイン探訪」全１０回 

 

人材育成に関する事業【公益目的事業５】（１０８，５４４，５７４円） 

企業等の経営者、管理者および技術者等の育成と能力向上を図るための研修を実施し

ました。 

                 

（１）人材育成《集合研修》（４，８２１，９５１円） 

多様な企業のニーズに応じた研修テーマを設定して、集合研修を実施しました。 

○コーチングやマーケティングなどの研修 １０講座   受講者数 １０２人 

 

（２）福井県中小企業産業大学校運営（５１，８１４，９６９円） 

①中小企業産業大学校施設運営 

指定管理者として、県内中小企業における研修や会議等に必要な経営者や従

業員の経営管理または技術に関する研修等に必要な施設・設備の提供や、維持

管理等の運営業務を行いました。 

○施設貸出件数  １，２７８件 
 

②経営・技術人材育成 

中小企業の経営者、管理者および技術者等の育成と能力向上を図るための研

修を実施しました。 

○新社会人研修や現場改善などに関する研修 ２２講座   受講者数２７７人 

○眼鏡およびその他の専門分野の 

生産技術に関する研修     ４講座  受講者数 ５７人 

○産業技術専門学院連携実務講座       ３講座  受講者数 ２２人 

○公開講座（１講座は産業技術専門学院連携） ２講座  受講者数１２６人 

 
③学びなおし支援 

          中小企業産業大学校に、「学びなおしサポートセンター」を設置し、働きなが

ら大学で学ぶなどスキルアップを目指す従業員の学びなおしを支援しました。 

○大学等の講座情報の収集および提供 

○自主学習支援ブースの設置  利用人数 ４９４名 

○通信制大学の入学説明会等の誘致 



○キャリアアップに関する相談実施 

相談件数  専門家 １件   職員 ５３件     

 

（３）ものづくり企業生産性向上支援 （８，９１０，４８９円） 

○ものづくり改善インストラクタースクール  

県内ものづくり企業の生産現場の問題把握や業務改善の助言・指導を行う人材

を育てる「福井ものづくり改善インストラクタースクール」を開講しました。 

受 講 者:８名 

○ものづくり改善インストラクター派遣  

スクールを修了した企業ＯＢを専門家として、有料で県内企業に派遣し、具体

的な現場改善活動を支援しました。 

インストラクター派遣数  ５企業 延べ２５回 

○ものづくり改善インストラクタースクール成果発表会 

 

○新（４）ものづくり改善提案具体化事業 （５７２，５７６円） 

ものづくり改善インストラクタースクールにおいて「現場改善実習」や「派遣事業」

を実施した企業からの要望を受け、改善提案の次のステップとして、現場での実践・展

開を通して具体的な生産性向上につなげる「改善提案の具体化」の支援をしました。  

インストラクター派遣数  ３企業  延べ２１回 

 

企業等の個別の要望に対して実施する経営支援等に関する事業 

【収益事業１】（３，３５５，７０５円） 

中小企業等の成長促進のため、公益事業で行っている事業では対応のできない、企業

等が求める個別具体的な課題解決に対し、専門性の高いニーズに対応するため、当セン

ターが持つ支援機能およびネットワークを活用して支援を行いました。 

 

（１）経営コンサルティング（３６７，１６５円） 

新型コロナ対策の相談対応に注力するため、今年度は実施しませんでした。 

 

（２）教育コンサルティング（１，２２７，２３５円） 

個々の企業の状況に合わせたオーダーメードの研修プログラムを提案・実施しまし

た。 

○実施件数 １０件（５社） 

 

（３）デザイン受託（１，５４４，６８４円） 

行政、公共団体等からデザイン制作等を受託して、デザイン振興部の企画管理のも

と、県内デザイナー(デザイナーバンク等)を活用して制作を行いました。 

○受託件数 ２件 



 

（４）企業情報ホームページ管理（８３，１１７円） 

下請企業の情報提供を促進するため、ホームページ「ふくい元気企業ＷＥＢサイ

ト」を開設し、受注の促進を図りました。 

○ 掲載企業数   １４８社  

 

法人事業（５５，６６０，５２４円） 

事務所および情報機器等の借上・運営や、資質向上を図るための職員の研修など、法

人の運営・管理を行いました。 

①法人運営に要する事務局経費 

②職員能力開発強化 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中小企業基盤整備機構の中小企業大

学校で開催される研修等への職員派遣は中止しました。 


